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食料供給基地「かごしま」の特徴 

•野菜、果樹、畜肉、酪農、水産物、薬草、水など良
質で豊富な資源・食料供給基地(農業産出額全国
第３位） 

• IPMによる病害虫・雑草対策と環境保全型農業生
産（減農薬、減化学肥料、有機農業:全国２位） 

•契約栽培に経験豊富な大規模農業生産者 

•製造業中食品製造業は第１位の出荷額 

•豊富な再生可能エネルギー（電力自給率全国 

 ４位） 

• アジアへのゲートウェイ 
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国民（県民）総生産の産業別構成比 

一次産業 二次産業 三次産業 

鹿児島県 全 国 

489,623 （10億円） 52,766 （億円） 



4 

全 国 鹿児島県 

基礎素材型 加工組立型 
生活関連型 

（食料＋飲料等） 

生活関連型 

（その他） 

製造品出荷額の業種別内訳 

19,12８ （億円） 307,008 （10億円） 

（たばこ、飼料、有機肥料製造業を含む） 



  
製造品名 金額（万円） 比率（％） 

合   計 78,145,111 100 .0 

  畜産食料品 34,187,565  43.7 

  水産食料品 7,218,758  9.2 

  
野菜・果実缶詰 

農産保存食料品 
1,611,085  2.1 

  調味料 1,264,008  1.6 

  糖類 2,389,623  3.1 

  穀類・製粉業 1,089,288  1.4 

  パン・菓子 3,736,731  4.8 

  動植物油脂 1,011,449  1.3 

  清涼飲料 1,326,684  1.7 

  酒類 11,449,465    14.7 

  茶・コーヒー 3,774,664  4.8 

  ー 製氷業                               55,225        － 

その他 9,030,566  11.6 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

鹿児島の食品群別出荷額 

（従業者４人以上の事業所） 平成26年工業統計表 

・冷凍調理食品 

（賃加工） 

  3,583,591万円 

・でんぷん 

  1,293,473万円 

・寿司、弁当、おに 

   ぎり 

  1,254,605万円 

順
位 

5 



事業所 従事者 出荷額 

% % % 

鹿児島の食品製造業の特徴 

平成26年工業統計表 （産業編） 

（従業者４人以上の事業所） 

（たばこ、飼料、有機肥料製造業を除く） 6 
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全 

国 

鹿
児
島
県 

食品製造業の規模別特徴  
（たばこ、飼料、有機肥料製造業を含む） 付加価値率 

  0.36 

付加価値率 

  0.26 



茨城 

埼玉 

北海道 

鹿児島 

宮崎 

大阪 

愛知 

神奈川 

新潟 

長野 

栃木 
広島 

福岡 

静岡 
千葉 

京都 

群馬 

出荷額 （百万円） 

付
加
価
値
額

 
（
百
万
円
）

 
出荷額と付加価値額の関係 

平成26年工業統計表 （産業編） 

（従業者4人以上の事業所） 

全国平均：0.34 

鹿児島県：0.24 

（たばこ、飼料・有機質肥料製造業を除く） 8 
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試験研究・研究開発の 

プロセスマネジメント 



科学技術基本計画の推移 
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ッ総理府 総理府 

科学技術庁 

内閣府 

文部科学省 



小委員長： 
木村孟（前大学評価・学位授与機構理事長） 

イノベーション力を強化する産業技術政策の在り方（中間報告） 
～出口を見据えた競争と協調～ 

第4期科学技術基本計画（平成23年8月19日）への提言 
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中間報告の概要 
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研究開発投資の国際比較 
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国別特許登録件数の推移 
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主要国の全要素生産性指数（TFP）の推移  
 （1995年を１とした場合） 

全要素生産性（TFP)：生産の増加
のうち、労働や資本と言った生産
要素の増加では説明できない部
分の増加を計測したもの。通常は
「技術進歩の進捗率」を示す 

生産工程の改良によるイノベー
ションはプロセス・イノベーショ ンと

呼ばれ、高度成長を支えた卓越し
たものづくりの実現に大きく寄与
（世界一のTFP) 全

要
素
生
産
性
指
数 
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科学技術基本計画の推移 
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ッ総理府 総理府 

科学技術庁 

内閣府 

文部科学省 



科学技術イノベーション総合戦略の推移 
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オーストリアの経済学者シュンペーター（1912）により提唱され、

イノベーションとは”既成の概念を覆すような新規の技術や材料、
生産手段、産業や組織の再編などによってもたらされる革新”と
定義された。 

組織 

イノベーション 

ビジネスイノベーション 

プロダクト 

イノベーション 

マーケティング 

イノベーション 

プロセス 

イノベーション 

イノベーション 

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 
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課題解決型研究開発のプロセスイノベーション 

                     

基礎 応用 開発 実用化 商業化 

フォアキャスト型モデル クローズドイノベーション 

バックキャスト型モデル 

実用化、商
業化など課
題解決モデ
ルの構築 

 技術ニーズ
の把握・分析 

研究開発の
企画、ロード
マップ化 

研究の実施 

オープンイノベーション 

シーズ・プッシュ型 （技術誘導型） 

デマンド・プル型 （課題解決型） 

魔の川 死の谷 
ダーウィン 
の海 

産学官連携 
競争と協調 
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研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

研究 開発 研究 開発 

組織活動の 

境界 組織活動の 

境界 

研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ニ
ー
ズ
を
反
映 

し
た
直
近
市
場 

新
市
場 

 

 

閉
ざ
さ
れ
た 

既
存
市
場 

オープンイノベーション 

『組織内部のイノベーションを促進するために、意図的かつ説教区的
に内部と外部の技術やアイディアなどの資源の流出入を活用し、その
結果組織内で創出したイノベーションを組織外に展開し市場機会を増
やすこと』 （Ｈ．Ｃｈｅｓｂｒｏｕｇｈ、2003） 

クローズドイノベーション オープンイノベーション 



PDCAサイクル 

中川 渉 「http://www.growing-labo.com/pdca/」 

継続的な業務改善活動を推進するマネジメント手法 

KPI（key performance indicator）

やるべきことがうまく行っているかを
評価するための定量的指標 
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PDCAサイクルによるスパイラルアップ 

22 

機能的なCheck（確認）、迅
速かつ柔軟なAction （対策）
を行う体制が不可欠  

スパイラルアップを機能させるため
には、最初のPlan（計画）段階にお
いて、過去20年間のテーマ、結果
等のレビューを行うことが不可欠 

研究開発テーマの事
前評価の基礎 

 

事後評価と改善へ反映 
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県 庁 （官） 

1. 現状の調査・分析 
2. 解決すべき課題の把握・整

理・提示 
3． 政策等の立案・提示 
4． 試験研究課題の事前評価・ 
     承認 
5. 予算等の措置 
6. 運営改善等の措置 
7. 試験研究の成果の評価・承

認 
   （中間評価・事後評価） 

試験研究機関 （学） 

1. 試験研究の課題設計 
2. ロードマップの作製 
3. 試験研究の実施 
4. 試験研究成果の内部評価

（中間評価） 
5. 試験研究成果の外部評価

（中間評価） 
6. 試験研究の課題等の改善 

連携 

大学等（学） 
民間企業、農家 
病院、福祉施設 
（民） 

連携 

産学官連携 

 「官」とは、科学技術の向上を目指した
政策の構築、具体的な戦略目標に基
づく研究開発基盤形成や制度改善を
行う、国や地方公共団体をいう。 
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国立研究開発法人に共通する主な評価軸と指標の例 

研究開発の成果 

成果・取組の科学的意義が十分
に大きく、技術的課題に大きなイ
ンパクトをもたらす可能性がある
ものか 
成果・取組が経済・社会的課題
の解決につながるものであるか 
研究開発成果を最大化するため
の研究開発マネジメントは適切
に図られているか 
 

《評価指標》 
・ 新たな価値創出に資する科
学的インパクトの大きい取組の
進捗 
・ 国が取り組むべき課題解決
に資する取組の進捗 
・ 理事長のリーダーシップが
発揮されるマネジメント体制の
構築・運用状況 
《モニタリング指標》 
・論文数、TOP10%論文数 

研究成果の普及・活用 
研究成果に対する理解が増進し、
成果の利活用が促進されている
か 

《評価指標》 
・ 機構の活動や研究成果に
対する理解・認知度の向上を
図る取組等の成果 
・ 技術移転の取組の成果 
 
《モニタリング指標》 
・ 国際シンポジウム、学会で
の発表等の件数 
・ 知的財産の出願・権利化の
件数 

・商品化件数 ・技術相談件数 
・公開セミナー ・見学/視察者数 
・ネットワーク会員数 
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産官学連携の推進 
研究機関のネットワークのハブ機
能の役割を果たしているか 

《評価指標》 

・ 産学官連携の取組の成果 

《モニタリング指標》 

・ 共同研究・受託研究数 

・ クロスアポイントメント制度
の適用者数 
 

施設及び設備の共用
促進 

施設及び設備の活用が促進でき
ているか 

《評価指標》 

・ 施設及び設備の活用促進
の実績 

《モニタリング指標》 

・ 研究施設及び設備の共用
件数" 

国立研究開発法人に共通する主な評価軸と指標の例 

（続き） 
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「シナノゴールド」欧州進出 、世界ブランドへ第一歩 

イタリアの大規模栽培で契約締結 

長野県に学ぶ育成者権の戦略的活用 



身近なロードマップ 

経済産業省 
（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 
  「技術戦略マップ」 

農林水産省 農林水産技術会議事務局 
「農林水産研究基本計画に基づく研究開発ロードマップ」 
（平成28年9月） 

公益社団法人 農林水産・食品産業技術振興協会 
（JATAFF） 
  「食品産業技術ロードマップ集」（2015年版） 
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食品産業技術ロードマップ集 （2015年版） 
ー グローバル化に対応した出口を見据えた食品産業技術のイノベーション ー 
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ロードマップ作製の手順 

技
術
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ッ
プ 
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Do 
＋ 

Check 
＋ 

Action 
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食品産業技術ロードマップにおける 
社会的要請領域 

領域① 食の安全、信頼性の確保、品質管理の徹底 

領域② 健康の維持・増進（栄養・健康機能、医福食農 

     連携） 

領域③ 資源利用の効率化、副産物利用、廃棄物リサ 

     イクル、省エネ・ＣＯ２削減 

領域④ 国産農畜水産物の利活用促進、自給率向上、 

     地域活性化、食品産業と農業との連携 

領域⑤ 食品の製造・流通における長期的視点に立っ 

     た技術のイノベーション 
30 



ロジックツリー （抜粋） 
社会的要請領域 ① ： 食の安全、品質管理の徹底、信頼性の確保 
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技術マップ （抜粋） 
社会的要請領域 ① ： 食の安全、品質管理の徹底、信頼性の確保 

32 
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社会的要請領域 ① ： 食の安全、品質管理の徹底、信頼性の確保 

ロードマップ （抜粋） 
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「チーム鹿児島」による 
オープンイノベーション 



動向調査に見る本県製造業が抱える課題 

製造事業所自体が抱える課題 
①人材の確保・育成（26.4%）、②販路・市場開拓（26.3%）、③新技術・新商
品開発（16.0%）、④新分野への進出（7.6%）、⑤資金調達の円滑化（7.4%） 

新規事業の展開意向 
①新規事業は考えていない（26.8%）、②食料品・飲料関連（14.8%）、 

③農林水産関連（12.4%）、④環境リサイクル関連（10.7%）、⑤再生可能エネ 

ルギー関連（6.3%）、⑤省エネルギー関連（6.3%） 

海外展開の実績 
①実績なし、今後も考えていない（63.8%）、②実績有り（16.8%）、③実績なし、 
今後については検討中（15.0%）、④無回答（4.4%） 

①現在行っておらず、今後も行わない（45.4%）、②現在行っている（25.3%）、
③現在行っていないが、検討している（24.7%）、④無回答（4.6%） 

他企業・機関等との連携による事業展開状況 

海外展開の内容 
①海外への製品の輸出（60.6%）、②海外での販売拠点の展開（18.9%）、 

③海外での生産拠点の展開（海外向け製品）（8.6%）、④海外での生産拠点 

の展開（日本国内向け製品）（4.0%）、⑤海外での研究拠点の展開（1.0%）、 

⑥その他（2.0%）、⑦無回答（5.0%） 平成28年「かごしま製造業振興方針」 35 



本県製造業の取り組むべき課題 

 地域資源の活用や産学官連携による技
術・製品（商品）の研究・開発  

 域内（県内）・域外（県外）でのビジネス展開  
   新分野への参入促進  

 企業立地の促進と立地企業への支援  

 製造業を支える人材の確保・育成  

○ 「地域資源を生かした新産業育成」 

○ 「オンリーワンの技術によるキラリと光 る企業の育成」 

○ 「新成長分野への参入支援」 

○ 「アジアへの販路開拓支援」 

○ 「企業誘致の推進・立地企業へのフォローアップ」 

○ 「産業人材の育成・確保」  

（参考） 平成23年「かごしま製造業振興方針」 

平成28年3月 「かごしま製造業振興方針」 
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食品製造業の研究開発上の特徴 
ーイノベーションが遅れる原因ー 

中小企業率が高く、食品の付加価値が低いため研
究開発への投資力が弱い （製造業全体では売上
高の４%、食品製造業は1%） 

一企業が自己完結的に研究開発を行う傾向が強く、
異業種・業際間の連携が少ない 

消費者志向の保守性や商品のライフサイクルが短
いために、新商品開発上のリスクが高い 

類似商品が出やすく、先行者メリットが少ない 

安全性の視点から、使用できる技術・環境条件が
限定される 

画期的な発明が難しく、技術の改良、改善が主体と
なる 



食を巡る社会環境の変化 
国際化、グローバル化、
自由化 

・生物多様性（Biodiversity）、持続可能性（GSDs） 
・TPP、日米二国間交渉、EU-EPA 
・食品、農林水産物の輸出振興、技術の輸出 
・HACCP、GAP、食品表示の国際標準化 

地域資源活用、新産業
創出 

・低未利用資源、薬草、伝統野菜 
・省エネルギー、再生可能エネルギー 
・六次産業、農商工連携 

高付加価値化 

・オンリーワン技術、ＯＥＭ 
・安全／安心／健康志向、ＱＯＬ、食品機能、スマイ
ルケア食、医福食農連携、  
・Free from Food（アレルゲン、カロリー、添加物、 
  オーガニック等） 

賞味期限、原料原産地、
GMO等食品表示 

・食品ロス、フードシステム改善（1/3ルールの改善）、
殺菌/包装/保鮮技術、鑑別技術 

東京オリンピック・パラリ
ンピック食材調達 

・持続可能性食材（有機食品、低投入型生産） 
・和食のPR、郷土料理、ハラル 

科学技術イノベーション 

・課題解決型研究開発、オープンイノベーション 
・バイオテクノロジー、発酵技術、グリーンーイノベー
ション、ライフイノベーション、エネルギーバリュー
チェーン、スマート生産システム、スマートフード
チェーン、ＩＣＴ，IoT、AI、ロボット、３Ｄプリンター食品 
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「医福食農連携」による鹿児島県産農畜産物の消費拡大に向けた高付加価値食品の開発 

大項目１：機能性等県産畜肉品質の新規評価法及び高品質化のための飼養管理技術の開発 
（鹿児島大・県畜産試験場・ＪＡ鹿児島経済連・日本有機（株）） 

② 黒豚・黒鴨等の食味等肉質の理化学的特性の分析・評価 

① 高機能性畜肉生産のための飼養管理技術の開発 

③ 飼養管理マニュアルの作成及び普及活動 

大項目２：高圧処理等による県産食品の高品質化及び消費期限延伸のための新規殺菌技術の開
発 （鹿児島大・大隅加工セ・越後製菓（株）） 

① 生鮮食品の鮮度保持のための洗浄・制菌技術の開発 

② 芽胞菌の耐熱性打破を可能とする処理条件の確立 

④ 処理マニュアル作成及び普及活動 

③ 農畜産原料に接種した指標芽胞菌の殺菌条件の確立 

大項目３：鹿児島県産農畜産物等を活用した健康寿命延伸のための“スマイルケア食”「青」等の開
発（鹿児島大・鹿屋体育大・鹿児島純心女子大・県工技セ・済生会、他） 

③ 減塩麦味噌等を利用した畜肉等の調味技術開発 

② 抗メタボリックシンドローム，認知症の改善効果等の実証試験 

① スマイルケア食「青」等を想定した高タンパク質食品による 
   ロコモティブシンドローム予防効果の実証試験 

 本研究は、「チーム鹿児島」体制で、下記の３つの技術体系を確立し、鹿児島県の
畜産業を持続的に発展させることを全体の目標とする。 



スマートバリューチェーンによる 
超スマート社会先進県を目指して 

「エコ・アグリフードバレーかごしま」の構築 
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①原料、食品の理
化学的特性の分
析・評価 

②新しい需要を切
り拓き付加価値を
高める高度加工 

④フードシステム
における品質保
持・向上 

⑥ 「世界自然遺
産」島しょう部の特
徴を活かす農業
及び食品産業の
持続的発展 

⑤医福食農連携
による県民のQOL
の向上 

③食品廃棄物、低
未利用資源の高
度利用 

⑦オリンピック・パ
ラリンピック2020+
国体、維新150年
の機会の活用 

「チーム鹿児島」 
 

オープン 
イノベーション 



ご清聴ありがとうございました。 

皆で頑張りましょう！ 


